
※ 母 子 加 算 な ど各 加 算 は 含 め て い な い 。 冬 季 加 算 は 基 準 扶 助 な の で 含 め て い る 。

世 帯 例
現 行

扶 助 費
８月 １日 適 用
新 基 準 額

引 下 げ 額
引 下 げ

率

５５歳 単 身 世 帯 8 4 ,7 0 0 円 8 3 ,4 2 0 円 1 ,2 8 0 円 1 .5 1 1

夫 ６ ５歳 、妻 ５ ９歳 ・ ２人 世 帯 1 2 6 ,3 5 0 円 1 2 4 ,2 3 0 円 2 ,1 2 0 円 1 .6 7 8

夫 ７ ０歳 、妻 ６ ６歳 ・ ２人 世 帯 1 2 0 ,5 1 0 円 1 1 8 ,7 5 0 円 1 ,7 6 0 円 1 .4 6 0

母 ４ ０歳 、子 ９歳 ・ ２人 世 帯 1 2 6 ,4 1 0 円 1 2 2 ,6 8 0 円 3 ,7 3 0 円 2 .9 5 1

夫 ６ ０歳 、妻 ５ ５歳 、 子 ３ ０歳 ・ ３人 世 帯 1 7 2 ,6 1 0 円 1 6 7 ,3 4 0 円 5 ,2 7 0 円 3 .0 5 3

夫 ６ ０ 歳 、妻 ５ ５ 歳 、子 ３ ０ 歳 、 ２ ５ 歳 ・４ 人 世 帯 2 0 7 ,6 5 0 円 2 0 0 ,8 2 0 円 6 ,8 3 0 円 3 .2 8 9

生 活 扶 助 費 の 引 き 下 げ 例
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通
常
国
会
会
期
末
の
６
月

26
日
、
参
議
院
本
会
議
で
安

倍
首
相
の
問
責
決
議
を
野
党

の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
活

保
護
法
「
改
正
」
案
は
廃
案

と
な
り
ま
し
た
。

生
活
保
護
法
改
正
等
２
法

案
の
廃
案
を
求
め
る
緊
急
署

名
や
一
言
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
国
会
議

員
要
請
や
国
会
前
座
り
込
み

行
動
な
ど
の
取
り
組
み
大
変

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

し
か
し
、
安
倍
内
閣
は
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
に

基
づ
き
、
生
活
保
護
法
の

「
改
正
」
案
を
、
参
議
院
選

挙
後
の
次
期
国
会
に
改
め
て

提
出
す
る
構
え
で
す
。

引
き
続
き
、
た
た
か
い
を

緩
め
ず
、
生
活
保
護
法
の
改

悪
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を

強
め
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
各
地
域
の
福

祉
事
務
所
で
は
生
活
保
護
法

の
「
改
正
」
を
に
ら
み
、
保

護
申
請
を
水
際
で
防
ぐ
対
応

が
徹
底
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま

す
。
現
行
法
の
も
と
で
の
速

や
か
な
対
応
を
要
請
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

生
活
保
護
基
準
が
、
平
成

25
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
ま
で
３
年
間
か
け
て
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。
（
引
き
下

げ
例
は
下
図
参
照
）

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
は
、
受
給
者
の
み
な
ら
ず

住
民
税
の
非
課
税
基
準
や
保

険
料
の
減
免
、
最
低
賃
金
な

ど
様
々
な
制
度
に
影
響
し
ま

す
。
改
め
て
基
準
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
き
ま
す
。



５
月
25
日
に
社
保
協
総

会
を
開
催
。

東
京
土
建
町
田
支
部
の

筑
田
さ
ん
を
議
長
に
、
事

務
局
か
ら
年
度
報
告
が
行

わ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

案
が
国
会
で
成
立
し
生
活

保
護
制
度
の
改
悪
も
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

町
田
社
保
協
も
粘
り
強
い

運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
と
し
て
、

①
「
推
進
法
」
廃
止
に
向

け
た
署
名
活
動
、
②
消
費

税
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
、
③

町
田
市
に
「
公
契
約
条
例

の
制
定
」
の
た
め
他
団
体

と
連
帯
し
て
取
り
組
む
、

こ
と
を
提
案
し
、
「
推
進

法
」
を
廃
案
に
さ
せ
る
た

め
の
署
名
活
動
の
重
要
性

を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

総
会
の
第
２
部
と
し
て
、

寺
川
東
京
社
保
協
事
務
局

長
を
講
師
に
、
「
社
会
保

障
制
度
改
革
推
進
法
」
の

危
険
な
中
味
の
学
習
を
行

い
、
総
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

（
八
柳
事
務
局
長
）

６
月
２
日
に
総
会
を
開

催
し
16
団
体
43
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
今
年
度
の

た
た
か
い
と
し
て
、
沢
内

村
や
日
の
出
町
の
取
り
組

み
の
よ
う
に
、
予
防
医
療

の
大
切
さ
を
自
治
体
要
請

行
動
で
広
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

発
言
で
は
、
民
医
連
の

生
活
保
護
受
給
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
生
保
受
給
者
の
６
割

が
病
気
が
原
因
で
受
給
し
、

食
事
は
１
日
２
回
以
下
が

３
割
、
入
浴
は
週
２
回
以

下
が
半
数
だ
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
と
健
康
を
守
る
会

か
ら
は
「
生
活
保
護
基
準

を
引
き
下
げ
る
な
」
と
議

会
へ
の
請
願
・
陳
情
行
動

の
取
り
組
み
と
「
水
際
作

戦
」
を
い
っ
そ
う
推
し
進

め
る
生
活
保
護
法
改
悪
の

危
険
な
内
容
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

介
護
現
場
か
ら
は
、
医

療
が
必
要
な
癌
患
者
さ
ん

が
在
宅
に
回
さ
れ
死
亡
し

た
事
例
、
ヘ
ル
パ
ー
の
訪

問
時
間
の
45
分
へ
の
短
縮

で
日
常
生
活
に
支
障
が
生

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
自
治
体
要
請
行
動
で

「
健
診
」
の
受
診
期
間
延

長
の
成
果
（
瑞
穂
町
）
、

幹
事
会
の
ミ
ニ
学
習
会
が

自
治
体
と
の
対
応
で
参
考

に
な
っ
た
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
を
テ
コ
に

し
た
社
会
保
障
総
改
悪
の

動
き
に
反
対
す
る
、
秋
に

向
け
た
た
た
か
い
の
重
要

性
を
確
認
し
、
活
動
報
告

と
運
動
方
針
な
ど
を
採
択

し
て
終
了
し
ま
し
た
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

５
月
31
日
、
八
王
子
共

立
ビ
ル
会
議
室
で
13
年
度

総
会
を
開
催
し
、
13
団
体

28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
村
本
会
長

代
行
が
「
昨
年
６
月
の
再

建
以
降
、
各
団
体
と
手
を

携
え
着
実
な
歩
み
を
進
め

て
き
た
。
総
会
を
機
に
、

一
層
の
前
進
を
進
め
て
い

こ
う
」
と
開
会
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。

①
対
市
交
渉
の
中
で
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
体
制
の
強
化
と
シ
ル
バ
ー

見
守
り
相
談
室
の
開
設
な

ど
の
成
果
の
獲
得
②
事
務

局
・
幹
事
会
の
定
例
化
と

独
自
学
習
会
の
開
催
③
な

ん
で
も
相
談
会
の
開
催
、

な
ど
の
経
過
報
告
と
市
議

会
へ
の
働
き
か
け
の
強
化

と
巡
回
型
の
な
ん
で
も
相

談
会
の
開
催
等
の
活
動
方

針
を
橘
田
事
務
局
長
が
報

告
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
「
75
歳
以

上
の
医
療
費
無
料
化
に
向

け
、
市
の
必
要
財
源
額
を

具
体
的
に
検
討
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
」
な
ど
の
発
言

が
あ
り
、
経
過
報
告
と
方

針
、
役
員
体
制
な
ど
を
確

認
し
、
組
織
・
運
動
の
両

面
で
の
前
進
に
向
け
た
取

り
組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
に
東
京

社
保
協
の
寺
川
事
務
局
長

の
学
習
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。
（
橘
田
事
務
局
長
）

板
橋
社
保
協
は
６
月
８

日
、
第
52
回
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
寺
川
東
京
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社

保

協

事

務

局

長

が

「
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
」
の
危
険
な
内

容
に
つ
い
て
講
演
し
、

西
川
会
長
が
開
会
を
宣

言
、
日
本
共
産
党
都
議

候
補
の
徳
留
道
信
さ
ん

が
都
政
問
題
を
、
山
内

事
務
局
長
が
総
会
議
案

を
提
案
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
金
崎
共

産
党
区
議
か
ら
区
政
資

料
に
基
づ
き
「
区
財
政

が
厳
し
い
と
し
て
、
一

方
的
に
各
種
施
設
の
有

料
化
や
保
育
料
の
引
き

上
げ
、
区
民
健
診
の
有

料
化
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
区
は
基
金
を

３
７
５
億
円
溜
め
込
ん

で
お
り
、
区
民
の
運
動

で
阻
止
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

養
育
院
支
部
「
５
５

０
床
の
内
１
４
０
床
が

個
室
で
差
額
ベ
ッ
ト
代

が
最
大
10

万
円
以
上
」

も
あ
る
。
守
る
会
「
生

保
申
請
に
同
行
し
、
申

請
用
紙
５
枚
、
担
当
者

が
財
産
・
預
金
な
ど
を

細
か
く
１
時
間
聞
い
た

上
で
申
請
に
た
ど
り
着

き

、

結

果

は

３

週

間

後
」
と
生
活
保
護
法
改

悪
の
内
容
が
福
祉
事
務

所

で

徹

底

さ

れ

て

い

る
。
土
建
「
土
建
国
保

バ
ッ
シ
ン
グ
や
ア
ス
ベ

ス
ト
裁
判
で
の
一
人
親

方

問

題

」

が

報

告

さ

れ
、
最
後
に
、
議
案
と

会
計
、
役
員
体
制
を
確

認
し
終
了
し
ま
し
た
。

（
西
川
会
長
）

５
月
28

日
、
中
野
社

保
協
が
「
教
育
の
格
差

を
な
く
し
貧
困
の
連
鎖

は
切
ろ
う
」
と
題
し
て

講
演
会
を
行
い
、
「
生

活
保
護
世
帯
の
子
ど
も

た
ち
の
学
習
支
援
を
進

め

る

」

青

砥

恭

さ

ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
た

ま

ユ

ー

ス

サ

ポ

ー

ト

ネ
ッ
ト
代
表
理
事
）
が

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

親
の
自
傷
、
暴
力
、

養

育

放

棄

に

よ

っ

て

「
帰
宅
し
た
ら
母
親
は

死
ん
で
い
る
か
も
？
、

親
に
殴
ら
れ
る
か
も
」

「
不
登
校
や
学
習
意
欲

の
低
さ
は
、
貧
困
や
疾

病
・
障
害
を
背
景
に
親

自
身
が
豊
か
な
学
校
生

活
や
勉
学
の
経
験
が
無

く
、
親
が
子
に
生
き
る

た
め
の
文
化
を
伝
え
ら

れ
な
い
現
状
か
ら
生
ま

れ
る
。
」

青
砥
さ
ん
は
、
学
習

支

援

教

室

の

経

験

か

ら
、
自
己
肯
定
感
や
進

学
な
ど
を
通
じ
て
希
望

を
見
つ
け
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
紹
介
。
貧
困

と
格
差
の
あ
る
社
会
は

子
ど
も
た
ち
か
ら
意
欲

を
奪
う
。
例
え
ば
、
修

学
旅
行
の
積
立
が
出
来

な
い
家
庭
の
子
は
「
行

き
た
く
な
い
」
と
自
己

規
制
も
す
る
。
ま
ず
、

教
育
や
学
校
の
格
差
か

ら
無
く
す
こ
と
が
必
要

だ
、
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
民
医
連

の
生
保
受
給
者
実
態
調

査
に
ふ
れ
て
、
受
給
者

の
75

％
が
生
活
を
切
り

詰
め
て
お
り
、
「
地
域

行
事
に
参
加
し
な
い
」

が
75

％
と
社
会
的
に
孤

立
し
て
い
る
現
状
を
紹

介
し
、
現
在
の
生
活
保

護
基
準
は
最
低
限
の
生

活
も
保
障
で
き
て
い
な

い
と
強
調
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
に
は
57

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
塚
本
事
務
局
長
）

新
宿
社
保
協
は
６
月

６
日
、
寺
川
東
京
社
保

協
事
務
局
長
を
講
師
に

「
推
進
法
の
正
体
」
の

学
習
会
を
開
催
。
会
場

一
杯
の
９
団
体
42

人
が

参
加
し
ま
し
た
。

講
演
を
う
け
、
各
団

体
か
ら
憲
法
・
生
保
・

保
育
・
年
金
・
国
保
問

題

な

ど

で

発

言

が

さ

れ
、
最
後
に
行
動
提
起

を
確
認
し
て
散
会
し
ま

し
た
。

（
秋
山
事
務
局
長
）
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「
推
進
法
」
廃
止
署
名
の

到
達
は
、
６
月
末
現
在
で
１

万
２
０
０
０
筆
と
な
っ
て
い

お
り
、
そ
の
内
約
９
千
筆
を

国
会
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
「
推
進
法
」

廃
止
署
名
の
取
り
組
み
の
強

化
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
に
も
と
づ
き
、
社
会
保
障

の
具
体
的
改
悪
内
容
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
行
し
て
生
活
保
護

基
準
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
推
進
法
」
廃
止
の
世
論

を
構
築
す
る
う
え
で
「
推
進

法
」
廃
止
署
名
の
取
り
組
み

は
重
要
で
す
。
通
常
国
会
は

終
了
し
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
、
臨
時
国
会
に
む
け
て

「
推
進
法
」
廃
止
署
名
に
取

り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

参
議
院
選
挙
の
大
き
な
争
点

に
押
し
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う

。30
万
筆
を
め
ざ
す
「
推
進

法
」
廃
止
署
名
活
動
を
各
団

体
・
地
域
で
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
署
名
用
紙
は
あ
り
ま
す
か
？

無
い
場
合
は
事
務
局
ま
で

連
絡
を
！

▽
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
ょ

う
。
講
師
な
ど
の
相
談
は

事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
下

さ

い
。

▽
署
名
推
進
に
向
け
て
、
宣

伝
グ
ッ
ズ
も
活
用
し
て
署

名
行
動
に
取
り
組
ん
で
下

さ
い
。

表

裏

返
信
用
ハ
ガ
キ
付
き
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
を
作
成
し
、
各
地
域
・
団

体
に
宣
伝
・
署
名
グ
ッ
ズ
と
し
て
配

布
し
ま
し
た
。

署
名
・
宣
伝
行
動
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
活
用
し
た
地
域
で
は
、
通
行
人
の

受
け
取
り
も
良
く
好
評
で
す
。
あ
わ

せ
て
、
東
京
社
保
協
に
は
続
々
と
返

信
ハ
ガ
キ
で
署
名
が
返
信
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

署
名
・
宣
伝
行
動
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
は
注
文
の
あ
っ
た
地
域
に

配
布
し
ま
し
た
が
、
『
テ
ィ
ッ
シ
ュ
』

の
在
庫
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

新
た
に
活
用
を
検
討
し
て
い
る
地

域
は
、
急
ぎ
事
務
局
ま
で
注
文
し
て

下
さ
い
。

好
評
な
『
テ
ィ
ッ
シ
ュ
』
を
活
用

し
た
宣
伝
行
動
を
計
画
し
ま
し
ょ
う
。


